
管理者駐車場/

駐輪場等

巨木シンボルツリ ー

カ フ ェ ・ レスト ラ ン

イベン ト 広場

芝生広場

親水空間/井戸/水飲場など

駐車場②

バス駐車場

アスレ チッ ク

ト イ レ /倉庫

巨木シン ボルツ リ ー

キンラ ン
ギンラ ン

サブ駐車場

外周園路

外周園路

メ イ ン園路

ト イ レ /倉庫

屋根付き 広場

子育て支援複合施設

（ 体験学習施設）

屋根付き 広場

（ 複合施設に併設）

・ 飲食し ながら 公園やアスレ チッ ク で遊ぶ子ども を 見守れる空間

・ 周辺住宅地に近く 、 日常的に活用し やすい場所への配置を 想定

・ Park-PFIでの整備を 想定

（ 継続的なサウンディ ング調査が必要）

・ シンボルツリ ーや駐車場位置を 考慮し た詳細配置計画

・ 車道に出ずに公園内を周遊でき る導線計画

・ 導線を 公園内にも 引き込み歩く のが楽し い空間に

・ 公園への出入口の増設を 検討

中央エリ ア

既存樹木をできる限り 残し た緑の観察/学習空間エリ ア

散策し やすい園路や休憩できる東屋等を整備

西側エリ ア

メ イ ンと なる子育て支援複合施設や

イベント 広場などを整備するエリ ア

北側エリ ア

大きな広場やアスレチッ ク があり 、

自由に遊ぶこ と ができるエリ ア

駐車場①

・ バリ アフ リ ーに考慮し た誰も が移動し やすい導線を計画

・ 既存樹木を 考慮し た詳細ルート 設計

・ 公園内に点在する休憩場所等

・ 詳細な形状/大き さ /配置計画

児童書コ ーナー/託児スペース

屋内遊戯スペース/多目的室 、 旧緑化センタ ーの

施設機能（ 緑の教室） などを 想定

・ 誰し も が楽し めるイ ンク ルーシブ デザイ ンに配慮

・ 既存樹木と の関係性を考慮し た建築プラ ンの検討

・ 一時避難地を 想定し た建物高さ の検討

・ 隣接する公会堂と の位置関係

・ 洪水時の想定浸水深さ を 考慮し た階数/階高の検討

・ 施設機能についてはサウンディ ング調査等で継続し て検討

・ 運営形態についても サウンディ ング調査等で継続し て検討

（ 指定管理制度の導入必要性等）

・ バリ アフ リ ーに考慮し た誰も が移動し やすい導線

・ 賑わいが感じ ら れ足を運びたく なる空間計画

・ 道路と 敷地の最大1.5 m の高低差解消方法の検討

（ 階段/スロープの設置や盛土など）

・ マルシェ や市民イベント を想定し た広場を 計画

・ 雨天時を 想定し 屋根付き広場が隣接する空間を 想定

・ キッ チンカ ー 等が設置し やすい舗装仕様/導線計画を検討

・ 子ども 達がアク ティ ブに遊べるゾーン

・ 誰も が楽し めるイ ンク ルーシブ な遊具/導線計画を 検討

・ 設置さ れる具体的遊具計画

・ 公園利用者用のト イ レ や防災時を 想定し た備蓄倉庫の設置を 想定

・ 詳細な形状/配置計画

・ カ フ ェ 利用者/管理者用の駐車/駐輪場を 想定

・ メ イ ン駐車場から 距離のあるカ フ ェ 利用者の利便性向上を想定

・ 古村本線の車両規制時間帯を 考慮し た運用計画

・ 通学路があるため車導線と の歩車分離を 要検討

・ 隣接する集会所へのアク セスを 考慮し た導線を 計画

・ 既存水路を 活かし た親水空間を 検討

・ 水遊びや生態系の観察が行える空間に

・ 井戸の掘削/水飲み場などの詳細計画

・ 雨天時の利用を想定し た屋根付き 広場を想定

・ アスレ チッ ク や芝生広場を 見渡せる場所への配置を想定

・ カ フ ェ やシンボルツリ ー位置を 考慮し た配置計画

巨木シン ボルツ リ ー

南側エリ ア

駐車場や防災時を想定し た倉庫や調整池等を整備するエリ ア

・ エリ ア内への建築物は不可

・ 市民バス等が駐車/転回でき るスペースを 想定

・ 利用頻度が高い一般駐車場を施設近く に優先的に配置

・ 市内の幼稚園や保育園、 小学校などの遠足や校外学習でのバス利用を想定

・ バイパス架橋や中央園内への回廊設置は不適切であるが、

　 富士山の眺望が良いこ と から 展望施設（ 眺望デッ キ等） の適正は高い

・ 詳細な形状/大き さ /配置計画

・ 公園利用者用のト イ レ や防災時を 想定し た備蓄倉庫の設置を想定

・ 詳細な形状/配置計画

・ 週末など稼働率が高い場合を想定し た駐車場

・ 子育て支援複合施設等を 整備するこ と から 施設機能に応じ た加算が必要

・ 障がいを 持っ た方、 子ども 連れの方が優先的に使える駐車場を施設近く に配置

・ バス停留所/タ ク シー乗場/駐輪場の配置計画

・ EVステーショ ンの設置

・ 雨に濡れずに建物まで入れる導線計画

・ バリ アフ リ ーに配慮し た設計

・ 子育て世代を中心と し た来園者の安全確保のため、

　 歩車道の整備が必要

・ ゼロカ ーボン の実現に向けた再生可能エネルギーの

　 活用等の検討が必要（ 太陽光/風力発電/地熱利用等）

・ 設計と あわせて継続的なサウンディ ング調査が必要

・ 防犯など安全性を 確保するため視認性向上の必要がある

・ 枯木の伐採/抜根、 植え替えなどが必要

・ 遊具の設置/継続管理の負担軽減のため、 指定管理制度

　 の導入可能性を検討

駐輪場等

○イ ベント 広場

○設計時の検討課題

○子育て支援複合施設（ 体験学習施設）

○設計時の検討課題

○設計時の検討課題

○アプローチ

○設計時の検討課題

○駐車場①

○駐車場②

○ト イ レ/備蓄倉庫

○設計時の検討課題

○カ フ ェ ・ レスト ラ ン

○バス駐車場

○設計時の検討課題

○ト イ レ/備蓄倉庫

○設計時の検討課題

○サブ駐車場

○設計時の検討課題

○アスレ チッ ク エリ ア

○設計時の検討課題

○屋根付き 広場

○設計時の検討課題

○東西横断園路

○公園全体

○建築/公園共通

○外周園路

○設計時の検討課題

○メ イ ン園路

○設計時の検討課題

○東屋/ウッ ド デッ キ等

○道路

○キンラ ン/ギンラ ン生育エリ ア

○設計時の検討課題

○展望デッ キ/ウッ ド デッ キ等

○設計時の検討課題

・ 普通車5 5 台程度+ サブ駐車場普通車5 台

・ 都市公園事業設計要領（ 平成2 5 年度 ） によると

　 普通車4 5 台、 大型バス3 台、 身体障害者用1 台が目安

○駐車台数（ 施設内容によっ て今後台数調整）
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